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   We report a case of xanthogranuloma of the bladder following herniorrhaphy. The patient 
complained of urinary frequency, residual feeling, and presented with a solid mass located on the dome 
of the bladder. He had undergone previous inguinal herniorrhaphy. Transurethral biopsy revealed 
an inflammatory change. Partial cystectomy was carried out for en bloc removal of the tumor. The 
histological diagnosis was xanthogranuloma of the bladder. Postoperatively, the symptoms 
disappeared. This is the sixth case report of xanthogranuloma of the urinary bladder and the first case 
following herniorrhaphy in the Japanese literature. 
                                            (Acta Urol. Jpn.  43: 679-682, 1997) 























入 院時現 症:身 長154.2cm,体重58.2kg,血圧
120/70mmHg,脈拍62/分,整,胸 部理学 的所 見 には
異常 を認 めなかった.腹 部 は平坦,軟 で右鼠径部 に術
創 を認 め,皮 下 に波動性 の小腫瘤 を触れ た.左 鼠径部
は開放創 で黄緑色 の浸 出液 を認 めた.
入 院時検査所見:末 梢血検査 および血液生化学検査
で は,白 血 球10,160/mm3,血小 板85.0万/mm3,
CRPl8.95mg/dl,γ一GTPl89U/1,ALP353U/1,
フ ィブ リ ノーゲ ン1,273mg/dlと高値 を示 した.尿
沈 査 は異 常 な く,尿 細 胞 診 はclassIであ った.ま
た,左 鼠径部 の浸 出液 か ら黄色 ブ ドウ球菌が検 出 され
た.
X線 検 査所 見:排 泄性尿路造影で は上部尿路 に異常
を認 めなか ったが,膀 胱 の左 上 部 に圧 排像 が み られ
た。 造影CTで は,膀 胱 の左 側前壁 か ら頂部 にか け
て全体が造影 される腫瘍が認 め られ,さ らに左右鼠径
部 間に壁 が描 出 され内部がlowdensityの連続性病変
が 認 め られ た(Fig.1).MRIの骨 盤部 矢 状 断像 で
は,膀 胱頂部 に腫瘍が認 め られ,尿 膜管 の肥厚 が疑わ
れた(Fig.2).
膀胱鏡所見:膀 胱頂部 か ら前壁 にかけて表 面が浮腫
状で,周 囲 よ りなだ らかに隆起 する広基性 の粘膜 下腫
瘍が認 め られた.





















































病理組織学的所見:膀 胱粘膜下に リンパ球,好 中
球,組 織球,形 質細胞,巨 細胞が認められ,ま た多数
の泡沫細胞がみられた(Fig.3A).また左鼠径部へ連
続す る組織 か らは強い炎症細胞の浸潤がみ られた
(Fig.3B).
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生す ることがあ り,その頻度は2,500例に1例,膀 胱
あるいは膀胱周囲に限ると7,500例に1例 と報告され
ている9)原因は,術中の縫合糸が感染源となる場合





しも必要ではない とい う報告 もあるが14),一方で
Zilbermanら1Dは,膀胱部分切除を施行 した症例 は
術後完全に症状の消失がみられたが,抗 生剤の投与の
みで治療 した症例では完全 な症状の消失はみ られな
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